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南越前町アクセス

南越前町 観光まちづくり課

お問い合わせ 福井県南条郡南越前町東大道29-1　

TEL. 0778-47-8002

（一社）南越前町今庄観光協会

福井県南条郡南越前町今庄74-3-1 

TEL. 0778-45-0074

自動車の場合
今庄ICから今庄駅までは約１０分

鉄道の場合

飛行機の場合 JR小松駅 JR武生駅

JR敦賀駅

JR武生駅

JR敦賀駅
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R
今
庄
駅

東京・金沢方面

小松空港

東京・名古屋方面
（米原経由）

大阪方面

北陸新幹線

湖西線特急

北陸本線特急

北陸本線特急

東海道本線・北陸本線特急

普通

普通

普通

普通

北陸自動車道 今庄IC

JR金沢駅

南越前町観光連盟

福井県南条郡南越前町東大道28-2

TEL. 0778-47-3414

王子保駅

今庄I.C

日本海

敦賀JCT

南条SA南条駅

至 長浜市

今庄駅

南今庄駅

敦賀駅
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南越前町マップ

花はす公園・花はす温泉

杣山城跡

リトリートたくら

今庄そば道場

北前船主の館 右近家

旧北陸線トンネル群

板取宿

今庄365スキー場
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中 山 道

東 海 道

北 国 街 道

追分

福井

鳥居本

大津

京都三条
大橋

関ヶ原

敦賀

今庄

木ノ本

日本橋

明治時代になると江戸時代の宿駅制が

廃止されました。さらに、陸運の手段が

人力車や荷車に変わり、平らで起伏の

ない道が必要となったため、明治21年

（1888）に新国道（現在の国道8号）が

開通。今庄を往来する人は減り、かつ

ての活気を失っていきました。

しかし、明治29年（1896）に北陸線 敦

賀―福井間が開通。北陸最大の鉄道

難所となった今庄―敦賀間の峠越えに

挑むため、今庄は蒸気機関車の連結・

取り外しを行う鉄道基地になりました。

近代化へと進む時代のなかで、今庄は

「鉄道のまち」という新たな使命を得て、

再び活気を取り戻していきました。

宿場町から

鉄道のまちへ

今庄宿のまちなみ
山
中
峠

木
ノ
芽
峠
栃
ノ
木
峠

北
国
街
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（
東
近
江
路
）北

国
脇
往
還

北
陸
道
（
西
近
江
路
）

福井

浅水

水落

上鯖江

府中

今宿

脇本

湯尾

北陸の玄関口・今庄

北陸随一の難所を背にした、越前南端に位置する今庄。

北陸と京、江戸をつなぐ道は山中峠越え、木ノ芽峠越

え、栃ノ木峠越えとルートが変わっても必ず今庄を通りまし

た。古くから峠越えの道がすべて集まる今庄は、北陸の

玄関口として、交通の歴史とともに歩んできました。

敦賀

木ノ本

山 中 峠

木ノ芽峠

栃ノ木峠

古代の北陸官道。大伴家持などにより山中

峠越えの道を詠む歌が万葉集に残されてい

ることから「万葉の道」とも呼ばれています。

天長７年（830）に開削された新道で、古代・

中世の北陸道。紫式部や親鸞、信長・秀吉

軍、松尾芭蕉らもこの峠を越えていました。

天正6年（1578）頃、信長の居城である安

土城参勤の最短路として柴田勝家が整備。

北陸における軍事・経済の基幹道路とな

り、「北国街道」と呼ばれました。

３つの峠

北
陸

京
・
伊
勢
・
江
戸京

・
敦
賀
・
若
狭

越前屈指の宿場町として繁栄

険しい峠を背にする今庄宿は、京や江戸に行き来する越前

国各藩や旅人が、必ずといっていいほど利用しました。江戸

時代のある旅日記には、茶店で田楽やそばが売られ、都なま

りの言葉で呼び込みをする今庄宿のにぎやな情景が記されて

います。幕末の記録では旅籠屋55軒、茶屋15軒、酒屋15

軒などがあったとされ、大きな宿場町として繁栄した様子がう

かがえます。また、東海道など五街道の主要な宿場とほぼ同

じ頭数の馬の常備が義務付けられていたことからも重要な宿

場町であったことが分かります。

初代福井藩主・結城秀康は北陸道を整備するにあたり、今

庄を重要な宿駅として防御に配慮したまちなみを整備。街道

に沿ってまちが形成され、宿の中心地には本陣や脇本陣、問

屋場など重要な施設が集まりました。

その町割りや道幅は江戸時代からほぼ変わっておらず、現在

も当時のまちなみを感じることができます。

福井～今庄間は
約 8 里（約 31.2km）

memo

江戸時代の旅は、1日の旅程として男

性10里、女性8里を見込んでいたの

で、福井を早朝に出発した旅人の多く

は今庄で宿泊しました。

表間口に対して課税されたた

め、間口の狭い町家が櫛の

歯状に立ち並んでいます。

まちの防御に配慮し、急に屈

折して遠くを見通せないように

街道が作られています。

短冊状の
町屋敷

矩折
かねおり

仲町観音町

上町

古町

新町
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365
365

全長約1km 今も生きている宿場町

西には山が連なり東には日野川が流れ、山の地形に沿ってゆるやかに曲がる道。

山すそに集中する社寺、河川側の鉄道、その間を埋めるようにまちが広がります。

北陸道と
北国街道の分岐点

▲ 

北
陸
道

北
国

街
道

北国街道

北
国

街
道

平
塚
屋

白鬚神社

福井藩旧
谷
屋

大
野
屋

今庄宿常夜灯

稲荷神社 

願満寺

新羅神社

観音堂

正龍寺

福厳寺

棟岳寺

善勝寺

嘉祥院

西念寺

浄念寺

清心寺

JR今庄駅

藩札の両替所。福井藩内では藩札

の使用が強制されたので、藩の南端

の宿場町である今庄では、旅人や商

人が金銀を藩札に、あるいは藩札を

金銀に両替するために御札場が設

けられました。

3

1

2

22

2

1

本陣は、公家や幕府役人・大名などの貴人の宿泊所。享保３年

（1718）に後藤覚左衛門が福井藩の本陣を仰せつけられました。

建坪は約100坪あり、宏壮な邸宅でした。明治11年（1878）、明

治天皇北陸巡幸の行在所となった後、昭和7年（1932）に明治

殿を築造し、付近一帯を公徳園として整備しました。

脇本陣跡
旧
右
衛
門
佐

北
村
善
六
家

酒

酒

酒

酒

N

矩折

矩折

遠くを見通せないように
道が屈曲しています

旧
西
尾
茂
左
衛
門
家

御札場跡3

寺社めぐりロード

今庄は至るところに古い歴史を持つ神社仏閣があり、神

と仏の区別もはっきりと分かれていなかった時代から続く

神社が多く、寺院の宗派の種類が多いことも特徴です。

人が行き交うなかで信仰を大切に重んじた地域の特色で

あると考えらています。

幕府または福井藩が禁令を人々に

示すために、板に書いて一定の場

所に掲げ、守らせたもの。高札場は

火事の時の消失を恐れて、付近に

貯水池がありました。

矩折

3

問屋は近世宿役人の長であり、問屋

場は宿場で最も重要な施設です。人

馬、書状、品物などを次の宿へ届け

るための業務を行っていました。

本陣跡
（公徳園）

馬つなぎ場。

今庄宿では、規定により24疋の

駅馬が常備されていました。馬場

はほぼ四十間四方で、周囲より

高い土塁で囲まれていました。
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高札場跡
こうさつばあと

1

問屋場跡
といやばあと

2

御茶屋馬場跡
おちゃやばばあと

堀
口
酒
造

今庄宿の神社仏閣を巡る

かねおり

おふだばあと

本陣の予備に建てられた宿泊施設。本陣

に準じた建物で、特に加賀藩が利用して

いたことから「加賀本陣」と呼ばれました。

福井藩 脇本陣跡
（加賀本陣）

福井藩 本陣跡

今
庄
宿
の
全
景
を
見
る
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今庄をもっと深く楽しむなら、ボラン

ティアガイドと一緒に巡るのがおすす

めです。歴史や、酒蔵、鉄道遺産な

ど、興味にあわせたまち歩きプランを

ご提案します。（要予約）

ボランティアガイドと巡る今庄

今庄
観光

ボ

ラン
ティアガイド

《お問合せ》 南越前町今庄観光協会

TEL. 0778-45-0074

宿場町の歴史
を知りたい

鉄道遺産
を巡りたい etc...



北陸道（木ノ芽峠越え）と北国街道

（栃ノ木峠越え）の分岐点にあり、文

政13年（1830）に笏谷石で建てられ

ました。頭部に笠木や火袋がある珍し

い造りで、石柱には「右 京     　道

／左 京      道」と刻まれています。

昭和会館

今庄の功労者である田中和吉氏（１８７６～１９３3）は仲

間と多くの事業を興し、その重役として郷土の経済発展に

尽力しました。後年、私財を投じて昭和会館の建設や福

井藩本陣跡の整備を行い、財団法人「啓潤会」を設立し

て社会教育と福祉の増進に人生を捧げました。

今庄の“偉人” 田中和吉
人

徳

の

あ

る

変

人

で

あ

れ

”

”

いちいち世間の思惑を気にしている日には、

何時になっても何ひとつやれるものではない

社会から得た富は、

最早利用しえない時に至ったならば、

未練なく社会に還すべきである

右は、京・つるが ・わかさ

左は、京・いせ・江戸

和吉語録

の偉業和吉 氏

pick up 1

今庄宿の
建物

pick up 2

今庄の
人

pick up 3

今庄の
遺産

幕末の元治元年（１８64）、尊王攘

夷を訴えるために上京した武田耕雲

斎率いる水戸天狗党は、同年１２月９

日に今庄入りしました。住民は天狗党

を恐れて隠れ、今庄宿はひっそりして

いたといいます。京藤甚五郎家には

酒を飲んで気勢をあげた浪士の刀傷

が今も残されています。その後、今庄

を発った一行は敦賀で降伏しました。

京藤甚五郎家に残る刀跡

水戸天狗党、

今庄宿に刻んだ刀傷

今庄の伝統的民家
今庄宿の多くの町家は、正面から屋根面が見える

「平入り」という形で、火事の際に隣家からの延焼を

防ぐための卯建や土壁、豪雪に耐える太い登り梁、

面格子や格子戸などの特徴が見られます。

旅籠屋は本陣や脇本陣とは違い、一般旅行者を泊め

て食事を提供する宿のことです。今庄宿では、幕末に

55軒もの旅籠屋があり、そのなかでも若狭屋は大きな

旅籠屋でした。現在は、地元NPO法人が管理し、

まちづくり活動の拠点として活用しています。

旅籠 若狭屋 天保年間（１８３０～１８４４）建築

今庄宿でひときわ異彩を放つ家。江戸時代、

酒造業を営む一方で、脇本陣にも指定された

今庄宿有数の旧家です。県内最古級の町家

で、屋根には卯建が上がり、外壁は全面塗籠

するなど、当家の財力と強い防災意識がうかが

えます。

京藤甚五郎家
天保年間（１８３０～１８４４）建築

昭和5年（1930）、田中和吉氏は私財を投じ、脇本陣跡に社会教育

の拠点となる「昭和会館」を建設しました。当時としては画期的な鉄筋コ

ンクリート3階建ての建物は、宿泊のできる研修の場として多くの団体

に利用されました。その後は、今庄町役場にも利用され、現在は公民

館や地域交流の場として幅広く利用されています。

つるが
王可佐

いせ
江戸

今 庄 宿 昔 話
町指定史跡

国登録有形文化財

国登録有形文化財

国登録有形文化財

県指定有形文化財

昭和7年、田中和吉氏は、明治天皇が宿泊された本

陣の居室を移築し、本陣跡に明治殿として建設しまし

た。また、その前庭を公徳園として整備し、憩いの場と

して提供しました。

明治殿と
公徳園

文政の道しるべ

北陸道と北国街道の追分

はたご

袖卯建
そでうだつ

本卯建
ほんうだつ 登り梁

のぼ

虫籠格子窓
むしこ こうし まど

ばり
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今庄つるし柿
450年の歴史をもつ「今庄つるし柿」は、どんなに

空腹でも「一つ食えば一里、三つ食えば三里歩け

る」といわれ、北国街道を往来する際の携帯食とし

て重宝されました。全国でも珍しい燻製した干し柿

で、独特の舌触りとまろやかな甘さが特徴です。

昼と夜の寒暖差が大きい今庄は、古来からそばの栽培が

さかんでした。そばは郷土の食文化に深く根差し、「そば打

ちができないとお嫁に行けない」といわれたほど食卓に欠か

せない料理になりました。

今庄そばの醍醐味は、歯ごたえと風味のよさ。宿場町から

鉄道のまちに移り変わり、現在にいたるまで、今庄を訪れ

る旅人の大きな楽しみになっています。毎年5月には地元

住民が腕をふるう「今庄そばまつり」も開催されます。

堀口酒造

元和4年（1618）創業。酒銘の

「鳴り瓢」は、福井の歌人・橘

曙覧が詠んだ歌「とくとくと 垂り

くる酒の なりひさご うれきし音を

さするものかな」にちなんで名付

けられました。

風
土
を
醸
す

北
陸
路
の
憩
い
の
味

今庄 × 地酒

今庄を囲む山々から湧き出る清冽な水と良質な米、しんしんと

冷え込む冬の寒さが、この土地ならではの味わいを持つ酒を

生み出しています。宿場町として栄えた今庄の酒は、街道を

往来する旅人の喉を潤し、江戸時代には15軒の酒屋が軒を

連ねていました。現在も約1kmの街道沿いに4軒の酒蔵があ

り、歴史ある蔵で昔ながらの丁寧な酒造りを営んでいます。

今も残る４軒の酒蔵

昭和初期、今庄駅のホーム

には停車時間を利用した「立

ち食いそば」の店ができ、今

庄そばの美味しさが全国に知

れわたりました。

旅人の元気の源

茶 飯

もち米とうるち米に炒り大豆を混ぜ、お茶（番茶）で

炊いた伝統食「茶飯」。奈良の東大寺・興福寺など

で始まった「奈良茶飯」が由来とされ、街道を往来し

た人々によって伝わったといわれています。今庄の冠

婚葬祭や行事に欠かせない郷土の味として愛されて

おり、イベントやお土産販売所でも気軽に購入する

ことができます。

旅人伝来の郷土食

今庄 ×そば

《 大屋 》
だいや

白駒酒造

元禄10年（1697）創業。徳川

将軍奉行所より「古代酒監札」

を交付された京藤家の酒蔵。今

も伝統の技を受け継ぎ、「白駒」

をはじめ昔ながらの手づくり製法

で酒を醸しています。

《 中大 》
なかだい

北善商店

享保元年（1716）創業。藩札

と金銀を両替する御札場を勤め

た北村家の造り酒屋。酒銘「聖

乃御代」は、戦後、平和な時代

への祈りを込めて京都の高僧が

命名したと伝えられています。

《 善六 》
ぜんろく

畠山酒造

天保6年（1835）創業。旅籠を

営みながら自家製のにごり酒を

提供したのが始まりです。杜氏

が丹精込めて醸す「雪きらら」

「百貴船」で知られます。

《 玉や 》
たま
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10世紀初め頃、今庄西方の寺院で舞われ

た稚児舞が起源とされ、今庄宿の隆盛ととも

に盆踊りになりました。旅人も住民と一緒に

踊り明かしたといわれ、その風情を今に伝え

るかのように、踊り手は町人や旅人、武士、

僧侶など、さまざまな仮装姿をしています。

現在でも今庄夏まつりや、街道浪漫・今庄

宿などのイベントで踊られています。

燧ケ城跡とハイキングコース
ひうちがじょう

今庄宿の西にそびえる藤倉山の東、標高270ｍの愛宕山山頂にある燧ヶ城

跡は、寿永2年（1183）に木曽義仲が平家軍を迎え撃つために、仁科守弘ら

に命じて築城しました。源平盛衰記には「北陸道第一の城郭なり」と記され、砦

や本丸跡には石垣が残り、その周囲には空堀や切り掘も見られます。山頂から

は今庄宿を眼下に一望することができ、新羅神社から燧ヶ城跡、藤倉山へと

登るルートは、手軽に楽しめるハイキングコースとして人気です。

羽根曽踊り

今庄まちなみ情報館

お土産買うなら
今庄駅で！！

江戸時代から愛される甘露梅肉と、梅肉づくりの工程で

生まれる紅梅液が、昔のままの土蔵で作られています。

秘伝の製法を守る高野家は江戸時代に旅籠を営んでお

り、若狭国小浜藩主が土産に携えた西田梅を加工し、

宿泊客にふるまったのが始まりといわれています。

高野由平商店の梅肉・紅梅液

今庄そばっこ

毎年、地元のそば店約20店舗

が集結し、それぞれの腕をふるい

ます。素朴な今庄そばの味くらべ

をお楽しみください。

今庄そばまつり
《今庄365 スキー場》

《今庄宿全域》

《昭和会館前》

全長1kmの街道を歩行者天国と

し、自慢の今庄そばや地酒など郷

土の味を楽しむ店でにぎわいま

す。羽根曽踊りも見もの。

街道浪漫・今庄宿

今庄の旬の地元野菜やお惣菜

の販売、クラフト体験などが楽し

める市場を定期的に開催してい

ます。

宿の市

踊
り
継
ぐ
文
化

歴
史
を
歩
く

9月

5月
第4日曜

365
今庄駅

白鬚神社
新羅神社

稲荷神社

湯尾神社

観音堂

八十八ヶ所
弘法寺

湯尾峠
270m
愛宕山

643.5m
藤倉山

516m
鍋倉山

燧ケ城跡

新羅神社   藤倉山 約 2.7km

湯尾峠登り口   藤倉山　　約 4.5km

燻製の干し柿とカカオ、洋酒が薫る大

人の味わい。第９回福井県優良観光土

産品審査会で最優秀賞を受賞。

今庄駅

まち歩きが
さらに楽しくなる！
今庄の歴史が集まる

今庄宿

おみやげ
の

江
戸
時
代
か
ら

愛
さ
れ
た
逸
品

香
り
深
い

大
人
の
味
わ
い

地酒 meets スイーツ

香りの良い今庄そばを

使った和スイーツ。

今庄宿に残る江戸時代創業の4つの蔵

元の地酒を飲み比べ。ラベルには酒蔵の

屋号が記されています。

歴史が醸す四蔵元物語

宿場町の地酒飲み比べ

今庄の

新しい和スイーツ
ご自宅で今庄そばが味

わえます。石臼びきの

自然の風味を活かした

香り高いそばです。

今庄産そば粉使用
越前今庄半生そば

定番のお土産

地元中学生が考案。今庄の地

酒入りシロップをしみこませた、

しっとり柔らかなカステラ。

蔵のかしゅていら

燻製 今庄つるし柿
チョコレート

イ
ベ
ン
ト
情
報

今庄駅のお土産販売所

には、地酒から、スイーツ

まで今庄宿のお土産が

揃っています。

営業時間

9:00 ▶ 17:00

福井県指定無形民俗文化財

燧ヶ城跡からみた今庄のまちなみ

町指定史跡

宿場町から鉄道のまちへ、交通の発展と

ともに歩んだ今庄の歴史を分かりやすく紹

介。昔の今庄駅を再現した1/45スケール

のジオラマは必見です。
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日本海五大船主の一人として活躍した右近家

はすの茎を通して飲む象鼻杯や、はす染め体

験、花はすの撮影会など花はすをテーマにイ

ベントが繰り広げられます。

はすまつり

オススメイベント
8月7月

江戸後期～明治中期にかけて、日本海・瀬戸内海・

上方の諸地域間の物資の流通や文化の交流に重要な

役割を果たした“北前船”をテーマとした資料館です。ま

た、右近家から北に伸びる「河野北前船主通り」には、

船主や船頭の邸宅などが建ち並び、北前船が栄えた歴

史を垣間見られます。これらは平成29年に「北前船寄

港地・船主集落」として日本遺産に認定されました。

開館時間 9：00 ～ 16：00

休館日 毎週水曜日/年末・年始（12月２９日 ～ １月３日）

観覧料 大人（一般・大学・高校） ５００円  団体４５０円 

 小人(小中学校）              ３００円  団体２７０円

北
前
船
主
の
館 

右
近
家

今庄宿から車で約25分

花はすのまち南越前町

南越前町は花はすの作付面積日本一のまちです。花はす公

園には世界の花はす約130種類が集められ、７～ 8月にかけ

て咲き誇る幻想的な姿が訪れる人の目を楽しませています。

また、隣接する町営の宿泊施設「花はす温泉そまやま」では、

日帰り温泉も楽しめます。

花
は
す
公
園

今庄宿から車で約15分

連続する明治期の鉄道トンネル

南越前町から敦賀市に点在する、旧北陸

線の隧道（トンネル）を中心とした鉄道遺

産群です。北陸最大の難所といわれた今

庄―敦賀間の峠越えのために掘られた12

基のトンネルは現在も10基が残されてお

り、狭く暗いトンネルをいくつもくぐると昔の

鉄道気分が味わえます。近年、近代化遺

産として評価され、土木学会の選奨土木

遺産に選定。さらに国の登録有形文化財

にも登録されました。

旧
北
陸
線
ト
ン
ネ
ル
群

今庄宿から車で約10分

天長7年（830）に北陸道が開削されて以降、源義

経や蓮如、朝倉氏一族、織田信長、豊臣秀吉、松

尾芭蕉、水戸天狗党などが峠を越えていきました。

木ノ芽峠
福井県を嶺北と嶺南に分ける地

今庄宿から車で約30分

江戸時代には関所も置かれた宿場町。現在も

江戸後期から明治後期にかけて建てられたか

やぶき屋根の民家が4戸残っています。

板取宿
越前国の入口

今庄宿から車で約15分

石臼でひいた純正のそば粉と天然の山芋を合

わせ、湧き水で打つ本格そば打ちを子供から大

人まで幅広く体験できます。

今庄そば道場
そば通をうならせる今庄の「そば」を打つ

今庄宿から車で約5分

福井県内で関西エリアから一番近いスキー場。

温泉や宿泊施設も併設し、山頂からは日本海

や白山連峰が一望できます。

今庄365 スキー場
温泉も楽しめるスキー場

今庄宿から車で約15分

周
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光
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